量子アニーリングを用いたキメラグラフ上におけるグラフ彩色 (アルゴリズムと計算理論の新潮流) by 大久保, 誠也 & 西野, 哲朗
Title量子アニーリングを用いたキメラグラフ上におけるグラフ彩色 (アルゴリズムと計算理論の新潮流)
Author(s)大久保, 誠也; 西野, 哲朗
















School of Management & Information 
University of Shizuoka 
Tetsuro NISHINO 
Graduate School of Informatics and Engineering 























機械を提案した [6]。さらに、 1989年には D.Deutschは星子回路の定式化を行い [5]、1993年には、

















H(t) = A(t)HA + B(t)HB 
のように表現される。ここで、 A(t)とB(t)は時間によって変化するパラメーターであり、 t= 0 
の時には A(t)= 1とB(t)= 0である。このハミルトニアンを時間変化させることにより、 A(t)



















グラフにおける 3彩色問題グラフ G= {V,E}が与えられる。写像 c:V→ {1, ・ ・ ,k}を考えた





H=AL (1ーシ）2 +A L と叩tXu,t
vEV t=l (u,v)EE t=l 
ここで、 Xv,tは0もしくは1の値をとり、各色で塗られているか否かを表現する。つまり、 Xv,I,Xv,2, Xv,3 











す。平面グラフ Gの3彩色問題の 1つとして最大字数4の平面グラフにおける 3彩色問題が知ら
れており、以下のように定義されている。
最大次数4の平面グラフにおける 3彩色問題最大次数4の平而グラフ G= {V,E}が与えられ









































入カグラフ G= {V,E} 
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